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昭和小学校前の親水公園
　昨年までは小学校 1・2年生がヤマメの放流を行っていましたが、今年は 1～ 6年生全員で、人権の花運
動のあとに行ったため、にぎやかな川辺となりました。
　楽しそうな子供たちの様子や、恐る恐る泳ぎ出すも、ついつい、群れ集まってしまうヤマメを観察しに、
ミヤマカワトンボも近くまで飛んできました。このまま、鳥に狙われないように、ヤマメを見守ってあげて
くださいね。
　梅雨らしい雨が降らないまま、いよいよ 7月、夏本番のスタートです。　
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村のデキゴト
Topics

　

６
月
２
日
に
草
加
市
で
開

催
さ
れ
た
、
第
18
回
草
加
宿

場
ま
つ
り
に
お
い
て
、
昭
和

村
ブ
ー
ス
と
し
て
出
店
し
ま

し
た
。

　

か
す
み
草
を
は
じ
め
完
売

商
品
も
複
数
あ
り
、
過
去
の

昭
和
村
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ

た
方
や
、
福
島
県
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
も
多
く
来
店
さ
れ

ま
し
た
。

　

6
月
6
日
、
昭
和
村
人
権

擁
護
委
員
が
昭
和
小
学
校

で
「
人
権
の
花
」
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は

花
を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、

助
け
合
い
や
思
い
や
り
の
心

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
お
花
が
元
気

に
育
つ
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、

丁
寧
に
植
え
替
え
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
矢
ノ
原
湿
原

に
お
い
て
、
福
島
県
植
物
研

究
会
の
二
瓶
重
和
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、
矢
ノ
原
湿
原

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
村
内
外
か
ら
15
名

の
方
が
参
加
さ
れ
、
晴
天
の

中
、
湿
原
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
し
、
見
頃
を
迎
え
た

ワ
タ
ス
ゲ
な
ど
初
夏
の
花
・

植
物
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
８
月
４
日
（
日
）

に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
こ
の
事

業
は
令
和
6
年
度
森
林
環
境

交
付
金
（
基
本
枠
）
を
活
用
）

　

当
村
や
会
津
13
市
町
村
、

ま
た
福
島
県
と
も
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
株
式
会

社
モ
ン
ベ
ル
と
一
緒
に
作
成

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

が
完
成
し
、
道
の
駅
か
ら
む

し
織
の
里
し
ょ
う
わ
「
織
姫

交
流
館
」
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

左
胸
に
か
す
み
草
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
、
色
は
白
・
黒
・

水
色
・
カ
ー
キ
・
ネ
イ
ビ
ー

の
5
色
、
サ
イ
ズ
は
S
・
M
・

L
・
X
L
の
4
サ
イ
ズ
か
ら

選
べ
ま
す
。

　

6
月
6
日
、
昭
和
小
学
校

前
の
野
尻
川
に
お
い
て
ヤ
マ

メ
の
放
流
が
行
わ
れ
、
小
学

1
〜
6
年
生
の
児
童
が
放
流

を
体
験
し
、
川
に
入
っ
た
ヤ

マ
メ
の
動
き
を
目
で
必
死
に

追
い
か
け
て
観
察
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
放
流
は
野
尻
川
非
出

資
漁
業
協
同
組
合
の
事
業

で
、
村
内
5
箇
所
の
合
計
で

1
万
3
千
匹
以
上
を
放
流
し

ま
し
た
。

埼
玉
県
草
加
市

宿
場
ま
つ
り
へ
出
店

人
権
の
花
運
動
を

行
い
ま
し
た

初
夏
の
植
物
・

森
林
を
満
喫

昭
和
村
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
完
成

村
内
5
箇
所
に
て

ヤ
マ
メ
の
放
流

↑当日の写真や
動画はこちらから
ご覧ください
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村のデキゴト

　

6
月
15
日
、
昭
和
中
学
校

に
よ
る
資
源
回
収
が
行
わ
れ
、

生
徒
と
そ
の
保
護
者
が
各
地

区
の
ご
み
収
集
所
か
ら
資
源

を
回
収
し
ま
し
た
。
回
収
し

た
新
聞
紙
な
ど
の
古
紙
類
や

段
ボ
ー
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
者
に
適
正
に
処
理
・
販
売

さ
れ
、
収
益
金
は
生
徒
の
活

動
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

当
日
の
様
子
は
中
学
校
ブ

ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

中
学
生
に
よ
る

資
源
回
収

　

６
月
７
日
、
特
定
外
来
生

物
で
あ
る
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
の
駆
除
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

昭
和
村
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン

ソ
ウ
駆
除
の
先
駆
者
で
あ
る

束
原
源
伯
氏
を
講
師
に
迎
え
、

実
戦
形
式
で
の
適
切
な
駆
除

の
方
法
や
、
繁
殖
が
広
が
っ

て
い
る
箇
所
や
、
駆
除
が
進

ん
で
い
る
箇
所
を
観
察
す
る

講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
内
で
も
繁
茂
す
る
箇
所

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、

種
子
を
付
け
る
前
の
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

下
中
津
川

い
っ
て
み
っ
会

　

6
月
20
日
（
木
）
正
法
寺

に
お
い
て
、
下
中
津
川
地
区

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

い
っ
て
み
っ
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

正
法
寺
住
職
の
渡
辺
和
尚

の
法
話
の
あ
と
、
お
香
の
香

り
を
楽
し
み
、
簡
単
な
香
り

当
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

お
香
は
煙
の
立
ち
方
や
、
燃

え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て

も
香
り
が
変
化
す
る
も
の
も

あ
り
、
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
最
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
日
頃
の
お
参
り
に
関

す
る
素
朴
な
疑
問
や
、
供
養

に
関
す
る
質
問
が
出
て
い
ま

し
た
。

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

駆
除
講
習
会

県
内
4
町
村

工
人
ま
つ
り
に
出
店

　

6
月
8
日
〜
9
日
の
二
日

間
、
三
島
町
に
お
い
て
第
38

回
ふ
る
さ
と
会
津
工
人
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟

す
る
県
内
4
町
村
（
飯
舘
村
・

三
島
町
・
大
玉
村
・
昭
和
村
）

が
連
携
事
業
と
し
て
出
店
し

ま
し
た
。

　

両
日
共
に
天
気
に
恵
ま
れ
、

約
1
万
1
千
人
と
い
う
多
く

の
方
が
来
場
し
、
会
場
は
大

盛
況
で
し
た
。
出
店
中
に
三

島
中
学
校
の
生
徒
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
訪
れ
、
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

草
木
と
の
暮
ら
し
を

考
え
る
特
別
対
談

　

6
月
15
日
（
土
）、
喰
丸

小
に
お
い
て
、
赤
坂
憲
雄
さ

ん
（
奥
会
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

館
長
）
と
菅
家
博
昭
さ
ん
（
会

津
学
研
究
会
代
表
） 

の
特
別
対

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
奥
会
津
物
語
」
〜
草

木
と
の
暮
ら
し
〜
と
題
し

て
、
江
戸
時
代
の
資
料
を

基
に
、
当
時
の
植
物
利
用

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

（
只
見
川
電
源
流
域
振
興
協
議

会
主
催
）

↑当日の写真や詳しい
様子はこちらからご覧
ください
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６
月
19
日
し
ら
か
ば
会
館

に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
会
津

昭
和
村
会
の
創
立
30
周
年
記

念
総
会
と
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

10
年
ぶ
り
と
な
る
、
ふ
る

さ
と
昭
和
村
で
の
開
催
に
、

元
昭
和
村
議
会
議
員
の
方
々

や
、
歴
代
の
役
場
担
当
者
も

参
加
し
、
懐
か
し
い
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
今
年
は
息
子
と
共
に
野
馬

追
で
背
負
う
旗は
た
さ
し
も
の

指
物
を
か
ら

む
し
で
」
と
の
依
頼
が
あ
り
、

奥
会
津
昭
和
村
振
興
公
社
で

制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
旗
は
か
ら
む
し

な
ら
で
は
の
強
さ
と
軽
や
か

さ
を
持
ち
、
張
り
の
あ
る
美

し
さ
で
騎
馬
武
者
た
ち
の
出

陣
を
彩
り
ま
し
た
。

　

5
月
26
日
〜
28
日
に
開
催

さ
れ
た
相
馬
野
馬
追
。

　

以
前
に
、
昭
和
村
の
か
ら

む
し
で
陣
羽
織
を
作
っ
た
浪

江
町
標し
ね
は
ご
う

葉
郷
の
騎
馬
武
者
の

方
か
ら
、

創
立
30
周
年
総
会

ふ
る
さ
と
で
開
催

野
馬
追
で　

は
た
め
く　

か
ら
む
し
の
旗

依頼者

ご子息

　

村
で
は
、
定
例
議
会
毎
に
、

各
分
野
の
事
務
事
業
な
ど
の

進
捗
状
況
な
ど
を
行
政
報
告

と
し
て
議
会
に
報
告
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
６
月
議
会
に

お
け
る
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
「
持
続
可
能
な
協
創
の
村
」
に

つ
い
て

　

第
9
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
計
画
及
び
第
7
期
障
が
い

福
祉
計
画
を
今
年
3
月
に
策
定
し

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
を
図
り
、
す
べ
て
の
人

が
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を

共
に
創
り
高
め
あ
う
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
に
も
潜
在
す
る
高

齢
の
親
が
中
高
年
の
子
ど
も
を
支

え
る
社
会
問
題
八
〇
五
〇
に
取
り

組
む
た
め
、
ひ
き
こ
も
り
の
防
止

と
当
事
者
の
立
ち
直
り
支
援
と
し

て
伴
走
型
支
援
に
関
す
る
予
算
を

今
定
例
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

●「
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
む
ら
」に

つ
い
て

　

今
後
の
地
域
に
と
っ
て
望
ま
し

い
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
基

本
的
方
針
と
な
る
、
昭
和
村
地
域

公
共
交
通
計
画
の
策
定
の
た
め
、

現
在
、
入
札
の
準
備
を
進
め
て
お

り
、
年
度
内
の
完
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
村
内
移
動
サ
ー
ビ
ス　

か
ら
む

ん
バ
ス
」
は
、
先
月
ま
で
の
利
用

件
数
は
２
６
８
件
、
利
用
人
数
が

２
７
９
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
改
善
等
を
行
い
な
が
ら
、
利

用
さ
れ
る
方
々
に
寄
り
添
っ
た
運

行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
消
防
・
防
災
力
の
整
備

　

昭
和
村
消
防
団
で
は
、
先
月
11

日
に
昭
和
村
公
民
館
駐
車
場
に
お

い
て
、
規
律
訓
練
及
び
放
水
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
緊
急
時
等

に
備
え
た
装
備
の
充
実
を
図
る
た

め
、
高
視
認
性
雨
衣
を
購
入
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
早
期
に
納
入

さ
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

令
和
6
年
　
6
月
議
会

行
政
報
告

以前に作成した
陣羽織
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information
お知らせ

●
「
先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
」
に

つ
い
て

　

本
年
度
に
事
業
を
繰
り
越
し
た

ｗ
ｉ
・
ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、
施
工
が

順
調
に
進
捗
し
、
計
画
し
た
村
内

全
域
で
の
電
波
発
信
が
終
了
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
調
整
作
業
等
を

行
い
、
工
期
内
に
完
成
さ
せ
る
見

込
み
で
す
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
出
に

つ
い
て
は
、
先
月
末
ま
で
に
24
名

の
方
か
ら
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
申
し
込
ま
れ
た
方
々
へ
の

操
作
説
明
等
を
行
い
な
が
ら
、
早

期
に
配
付
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
慣
れ
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
や

デ
ジ
タ
ル
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
日
程
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
選
択
と
集
中
の
行
政
運
営

　

今
後
の
役
場
庁
舎
の
在
り
方
の

検
討
を
進
め
、
地
域
住
民
や
各
団

体
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
検
討

委
員
会
を
組
織
し
、
方
向
性
や
基

本
的
な
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
庁

内
検
討
委
員
会
で
の
協
議
や
検
討

を
重
ね
な
が
ら
、
素
案
の
作
成
を

進
め
ま
す
。

●
稲
作
に
つ
い
て

　

今
年
の
作
付
予
定
面
積
に
つ
い

て
は
、
生
産
数
量
の
目
安
と
し
て

示
さ
れ
た
１
４
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

対
し
、
4
月
末
時
点
で
１
４
５
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
令
和
5
年

の
実
績
よ
り
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
不
足
や
燃
料
、
肥

料
等
の
物
価
高
騰
な
ど
、
厳
し
い

状
況
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

の
支
援
と
し
て
、
5
月
に
乾
燥
調

製
施
設
光
選
別
設
備
更
新
工
事
の

発
注
を
行
い
、
今
年
度
の
刈
り
取

り
時
期
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
代
わ
る
地

域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
近

隣
町
村
と
意
見
交
換
を
行
い
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
農
地
の
課
題

を
共
有
し
、
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

　

水
稲
営
農
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
村
と
し
て
も
情
報
の
収
集
に

努
め
る
と
と
も
に
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
各
関
係
機
関

で
構
成
す
る
地
域
農
業
再
生
協
議

会
と
情
報
の
共
有
を
図
り
、
今
後

の
対
応
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

●
花
き
関
係
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
度
の
「
昭
和
か
す
み

草
」
の
販
売
額
が
、
過
去
最
高
の

６
億
４
７
９
５
万
円
を
記
録
し
ま

し
た
。
現
在
、村
内
の
栽
培
農
家
は

63
戸
で
、
そ
の
う
ち
3
戸
が
新
規

参
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

に
比
べ
、
ハ
ウ
ス
棟
数
は
１
０
３

棟
増
加
の
１
７
２
５
棟
、
面
積
は

１
９
３
ア
ー
ル
増
加
の
２
９
４
５

ア
ー
ル
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去

最
大
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
農
業
参
入
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
は
新
た
に
1
組
が

研
修
を
開
始
し
、
次
年
度
の
営
農

に
向
け
た
技
術
の
取
得
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
３

組
５
名
が
、
指
導
農
家
の
下
、
経

営
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
鳥
獣
被
害
対
策

　

広
域
的
な
電
気
柵
等
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
各
集
落
で
の
設
置
が

今
年
度
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
村
を
範
囲
と
す
る
対
策
が
重
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
対
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
な
い
集
落
に
対
し
て

は
、
今
後
と
も
地
区
役
員
の
方
々

と
の
話
し
合
い
を
継
続
し
な
が
ら
、

集
落
の
実
情
に
即
し
た
対
策
等
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
シ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
に
加
え
、
カ
ラ
ス
・
タ
ヌ

キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
小
型
鳥
獣

に
対
し
て
も
、
有
害
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
の
駆
除
対
象
に
加
え
る

こ
と
と
し
、
電
気
柵
を
潜
り
抜
け

る
可
能
性
の
あ
る
小
型
鳥
獣
の
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

●
商
工
関
係

　
「
か
す
み
草
の
村
地
域
振
興
券
」

発
行
に
つ
い
て
、
昭
和
村
商
工
会

と
契
約
し
、
７
月
１
日
か
ら
の
開

始
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

本
村
と
柳
津
町
、
三
島
町
の
２

町
１
村
の
「
奥
会
津
地
域
づ
く
り

協
同
組
合
」
に
つ
い
て
は
、
６
月

１
日
現
在
の
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
雇

用
者
は
５
名
と
な
り
、
派
遣
利
用

を
希
望
す
る
事
業
者
へ
、
計
画
的

に
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
観
光
交
流
の
振
興

　
「
草
加
宿
場
ま
つ
り
」
が
６
月
１

日
・
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
も
「
夏
の
体
験
ツ
ア
ー
」
な
ど

四
季
に
対
応
し
た
ツ
ア
ー
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
草
加
市
民
の
方
々

と
交
流
を
深
め
る
予
定
で
す
。

　
「
御
前
ヶ
岳
登
山
」
は
、
５
月
25

日
に
山
開
き
が
行
わ
れ
、
多
く
の

登
山
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

喰
丸
小
を
会
場
と
し
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
よ
い
や
れ
屋
」

に
は
、
村
内
の
個
人
、
団
体
を
含

め
19
件
の
登
録
が
あ
り
、
今
年
度

も
、
地
域
住
民
等
の
交
流
の
場
と

し
て
定
期
的
な
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
喰
丸
小
で
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、「
教
科
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
今

月
か
ら
「
図
画
工
作
」
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
今
年
度
中
に
「
歴
史
」

や
「
音
楽
」
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

ま
す
。

　

道
の
駅
か
ら
む
し
織
の
里
及
び

喰
丸
小
駐
車
場
は
、
区
画
線
が
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
区

画
線
の
線
引
き
工
事
を
５
月
連
休

前
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
促
進
空
き
家
活
用
事

業
は
、
公
募
に
１
件
（
大
岐
地
区
）

の
申
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
今
後
、

現
地
調
査
を
行
い
、
改
修
設
計
業

務
委
託
の
入
札
を
行
う
予
定
で
す
。
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●
生
活
基
盤
の
整
備

　

繰
越
事
業
の
新
設
改
良
舗
装
工

事
の
村
道
中
向
小
田
垣
線
と
入
間

方
不
動
沢
線
の
道
路
改
良
舗
装
工

事
は
、
４
月
初
め
に
工
事
を
再
開

し
、
６
月
30
日
の
完
了
に
向
け
て

順
調
に
工
程
が
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
４
０
１
博
士
峠
旧
道
区
間

に
つ
い
て
は
、
会
津
若
松
建
設
事

務
所
か
ら
、
６
月
の
県
議
会
の
議

決
後
に
、
村
道
へ
移
管
す
る
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
定

例
会
に
お
い
て
、
村
道
認
定
の
承

認
に
関
す
る
議
案
を
提
出
し
ま
し

た
。

●
上
下
水
道
関
係

　

公
共
下
水
道
施
設
管
理
更
新
一

体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
導
入
可
能

性
調
査
に
つ
い
て
、
県
下
水
道
課

に
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
調

査
開
始
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

●
か
ら
む
し
織
体
験
生
事
業

　

昨
年
度
に
採
用
さ
れ
た
30
期
生

５
名
が
体
験
を
修
了
し
、
引
き
続

き
１
名
が
研
修
生
と
な
っ
た
ほ
か
、

今
年
度
に
お
い
て
も
、
５
名
の
体

験
生
が
31
期
生
と
し
て
入
村
し
、

５
月
の
連
休
明
け
よ
り
、
か
ら
む

し
栽
培
か
ら
織
に
い
た
る
全
工
程

と
山
村
生
活
の
体
験
が
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

●
保
健
事
業

　

昨
年
か
ら
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
で

提
供
を
開
始
し
て
い
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
産
婦
人
科
医
・
助
産
師
・

小
児
科
医
に
気
軽
に
無
料
で
相
談

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
年
５
月

末
時
点
ま
で
小
児
科
18
件
、
産
婦

人
科
４
件
の
利
用
が
あ
り
、
今
年

５
月
か
ら
国
の
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
本
格
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
た

50
歳
以
上
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

任
意
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
22

名
が
希
望
さ
れ
、
国
保
診
療
所
に

て
希
望
日
に
応
じ
て
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
福
島
県
保
健
衛
生
協
会
に
26

名
、
今
年
度
よ
り
追
加
し
た
会
津

中
央
病
院
に
８
名
の
申
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

●
ご
み
対
策
事
業

　

今
年
４
月
よ
り
村
民
利
便
性
向

上
の
た
め
、
す
み
れ
荘
駐
車
場
の

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
増
設

し
、
冬
期
間
、
集
落
で
の
回
収
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
通
年
回
収
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
空
き
缶
と
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
紙
を
追
加
回
収
の
対
象
と
し
、

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
紙
は
４
月
分
で
88

キ
ロ
グ
ラ
ム
が
資
源
ゴ
ミ
と
し
て

回
収
さ
れ
ゴ
ミ
減
量
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

●
教
育
行
政

　

４
月
８
日
に
は
、
昭
和
小
学
校

５
名
、
昭
和
中
学
校
５
名
の
新
一

年
生
が
入
学
し
、
新
学
期
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
小
学
校
で
は
、
４
月
か
ら

特
別
支
援
学
級
が
新
設
さ
れ
、
教

育
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
か
ら
む
し
に

つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
５
月
22
日
に

は
か
ら
む
し
焼
き
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
垣
ゆ
い
や
か

ら
む
し
引
き
の
体
験
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
中
学
校
で
は
、
４
月
24
日

か
ら
３
日
間
、
東
京
方
面
へ
の
修

学
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
全
会
津

中
体
連
陸
上
大
会
で
は
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
が
十
分
発
揮
さ

れ
、
全
会
津
中
体
連
卓
球
大
会
で

は
、
女
子
団
体
が
準
優
勝
す
る
な

ど
、
７
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
て
お
り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
で
は
、

昭
和
中
学
校
の
教
員
に
よ
る
昭
和

小
学
校
へ
の
乗
り
入
れ
授
業
を
、

今
年
度
は
６
年
生
の
理
科
と
英

語
の
授
業
で
実
施
し
て
お
り
、
専

門
的
な
指
導
の
提
供
と
、
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
昭
和
小
学
校
の
養
護
教

諭
が
昭
和
中
学
校
の
業
務
支
援
を

行
う
な
ど
、
双
方
の
教
職
員
が
連

携
し
て
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、３
月
に
は
、昭
和
村
子
ど

も
の
教
育
検
討
委
員
会
か
ら
、
今

後
の
子
ど
も
の
教
育
の
在
り
方
と

し
て
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学

校
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
一
体

と
な
っ
た
総
合
教
育
施
設
の
必
要

性
に
つ
い
て
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

村
で
は
、
現
在
、
財
政
面
で
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
う
え
で
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
昭
和
小
・

昭
和
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生

徒
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
も
開

始
し
ま
し
た
。

　

各
種
の
学
級
や
生
涯
学
習
講
座

が
４
月
に
開
講
し
た
ほ
か
、
昭
和

村
電
子
図
書
館
は
、
村
民
の
利
便

性
向
上
と
幅
広
い
蔵
書
を
整
え
る

た
め
に
電
子
図
書
館
蔵
書
計
画
を

策
定
し
、
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
５
月
26
日

に
は
昭
和
村
総
合
運
動
会
を
開
催

し
、
保
育
所
児
童
か
ら
高
齢
者
ま

で
大
勢
の
村
民
が
参
加
し
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
次
回
は
さ
ら
に
充
実
し
た
催

し
と
な
る
よ
う
改
善
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

文
化
財
関
係
で
は
、
５
月
25
日

に
国
指
定
天
然
記
念
物
の
駒
止
湿

原
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
駒
止
湿
原
保
存
管
理
計

画
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
今
月

７
日
に
１
回
目
の
検
討
会
議
が
開

か
れ
、
10
月
ま
で
に
素
案
を
作
成

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村長との対話室
　日頃「昭和村」について考えていることを、気軽に村長
と話し合いませんか。
　日時を調整しますので、総務課までお電話にてご連絡く
ださい。
●場所：役場　村長室
●お問い合わせ：総務課総務係　☎　0241-57-2111
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公民館日誌

○生涯学習講座「ヨガ教室」　6月8日
　公民館で生涯学習講座「ヨガ教室」を開催しました。講師
は La charite 代表の上野さきさんが務め、初心者向けの優し
いヨガを教えていただきました。
　全身を丁寧にほぐした後は、梅雨や暑い夏に不調になる、
心（シン：心臓、精神）と小腸を整える夏の経絡（ケイラク）
ヨガのポーズを中心に行いました。脇の下から小指にかけて
の神経のラインを上に引き上げ伸ばすポーズや腹部を捻るポーズなどで体のすみずみま
で血を巡らせ、ゆったりと深い呼吸法で心身共にスッキリ整いリラックスできました。

　★公民館では、ヨガ愛好会の方々が週に１回程度、気楽にゆったりヨガを楽しんでい
ます。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
（お問い合わせ先：昭和村公民館　鈴木　℡５７－２１１４）

○少年教室「親子料理教室」　6月2日

　すみれ荘で少年教室「親子料理教室～給食を作って
みよう」を開催しました。講師は学校給食センター栄
養技師の佐々木友里花先生が務め、親子で人気の給食
づくりに挑戦しました。
　調理には包丁を使う工程がたくさんあり、子ども達
は一生懸命に食材を切り、みじん切りも根気よく上手
にできました。みんなで協力して、キャロットライス・
ミルクポトフ・キッシュ・ツナサラダの４品を作り美味しくいただきました。先生から
栄養のお話もあり、栄養バランスの取れた給食の大切さに改めて関心を持つ良い機会と
なりました。
　教室内で作った４品のレシピはこちらの QR コードからご覧いただけ
ます。ぜひご家庭でもお試しください。

○「昭和学講座」　5月25日

　下中津川地内において、菅家博昭氏を講師にお招きし、昭
和学講座を開催しました。当日は、村内外から８名の方が参
加され、村道下中津川大芦線沿いをフィールドワークし、地
域の隠れた文化・観光資源などを観察しました。
　次回は、7 月 27 日（土）に野尻地区を会場に開催しますの
で、ぜひご参加ください。
　当日の様子を撮影した写真・動画を公開して
いますので、こちらの QR コードからアクセス
してぜひご覧下さい。



お知らせ
information

8

お知らせ
information

8

　国
民
健
康
保
険
っ
て
？

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
制
度
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、

加
入
者
（
被
保
険
者
）
が
日

ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て
保

険
税
を
納
め
合
い
、
そ
こ
か

ら
医
療
費
を
支
出
す
る
相
互

扶
助
の
制
度
で
す
。 

　
平
成
30
年
3
月
ま
で
は
、

各
市
町
村
単
位
で
運
営
し
て

い
た
も
の
が
、
平
成
30
年
4

月
か
ら
、
県
と
市
町
村
で
運

営
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
改
正
は
、

年
々
増
加
す
る
医
療
費
を
踏

ま
え
、
国
保
制
度
を
将
来
に

渡
り
維
持
す
る
た
め
に
、
よ

り
広
い
単
位
で
運
営
を
す
る

こ
と
で
制
度
の
安
定
化
を
図

る
も
の
で
す
。

　国
保
税
と
は
？

　
国
保
税
は
、
3
つ
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、「
医
療
給
付

費
分
」
で
、
国
保
財
政
の
基

礎
的
な
財
源
と
な
る
も
の
で

す
。

　
2
つ
目
は
、「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金

と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
目
は
、「
介
護
納
付

金
分
」
で
、
40
〜
65
歳
未
満

の
介
護
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
割

（
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除

43
万
円
を
引
い
た
合
計
金
額

に
税
率
を
乗
じ
る
）、
均
等

割
、
平
等
割
の
3
区
分
で
計

算
を
し
て
、
合
算
し
た
も
の

が
、
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

　令
和
6
年
度
納
付
金
に
つ
い
て

　
福
島
県
は
、
県
全
体
の

医
療
費
を
基
に
、
各
市
町
村

の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

に
応
じ
て
納
付
金
を
算
出
し
、

各
市
町
村
は
納
付
金
を
県
に

納
め
、
県
か
ら
の
交
付
金
で

医
療
費
の
支
払
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
は
、
昭
和
村

が
福
島
県
に
納
め
る
納
付
金

が
５
８
０
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
増
額
と
な
っ
た
主

な
要
因
は
、
県
全
体
で
1
人

当
た
り
の
診
療
費
が
増
加
し

た
こ
と
に
加
え
、
本
村
の
所

得
水
準
が
上
昇
し
た
た
め
で

す
。　国

保
税
の
改
定
に
つ
い
て

　
福
島
県
へ
の
納
付
金
は
増

額
さ
れ
、
現
在
の
税
率
に
基

づ
く
国
保
税
収
入
で
は
納
付

金
を
ま
か
な
え
な
い
こ
と
か

ら
税
率
引
き
上
げ
の
改
定
を

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
加
入
者
負
担
軽
減

の
た
め
、
積
み
立
て
て
い
る

基
金
を
令
和
6
年
度
は
９
５

０
万
円
程
度
、
取
崩
す
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
国
保
税
の
限
度
額

に
つ
い
て
も
、
国
の
国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

後
期
支
援
分
を
22
万
円
か
ら

24
万
円
に
引
き
上
げ
の
改
定

を
い
た
し
ま
す
。

■国保税に関する
　お問い合わせ
　総務課　住民係
　☎ 0241-57-2113

後期高齢者支援金分

国保制度の仕組み

国
保
税
の
3
つ
の
内
訳

医療
給付費分

令
和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
改
定
い
た
し
ま
す

　後期高齢者（主に 75歳
以上の方）の医療費の一部
を支援する費用に充てられ
ます。 　国保に加入している方の

医療費や、出産育児一時金、
葬祭費などの費用に充てら
れます。

　介護を必要とする状態に
なった場合の費用に充てら
れます。
※介護分は、40歳以上65歳
未満の国保加入者がいる
世帯のみ課税されます。

市町村

県医療機関

加入者

一
部
負
担
金
を
支
払
う

診
療
す
る

診
療
報
酬
請
求

診
療
報
酬
支
払

保険証を交付する
保険税を納める

国保連合会

財政運営の
責任主体

納
付
金
の
納
付

交
付
金
の
交
付

介護
納付金分

改
定
後
の
税
率令

和
6
年
度

年度

令
和
5
年
度

税内訳

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分 5.22%
（0.55%の増）

4.67%

2.32%

1.94%

19,980円
（2,750円の増額）

10,080円
（1,750円の増額）

12,400円
（1,800円の増額）

17,230円

8,330円

10,600円

15,070円

6,890円

5,150円

6,090円
（940円の増額）

7,870円
（980円の増額）

16,370円
（1,300円の増額）

2.70%
（0.38%の増）

2.33%
（0.39%の増）

後期高齢者支援金分

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分

後期高齢者支援金分

所得割
（加入者の合計
  所得に対して）

均等割
（加入者 1 人当たり）

平等割
(1 世帯あたり )

　世
帯
構
成
別
の
状
況

　
ど
の
程
度
国
保
税
が
増
え

る
の
か
、
2
人
世
帯
の
例
を

左
表
に
お
示
し
し
ま
す
。

　県
内
国
保
税
率
が
統
一
に

　
現
在
、
昭
和
村
の
国
保
税

率
は
県
内
で
2
番
目
に
低
い

状
況
で
す
が
、
福
島
県
で
は
、

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
に
お

い
て
国
保
税
率
の
統
一
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
統
一
の
予
定
時
期

に
つ
い
て
は
、
令
和
11
年
度

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　軽
減
制
度
に
つ
い
て

　
国
保
制
度
に
は
、
子
ど
も

（
未
就
学
児
）
に
係
る
被
保

険
者
均
等
割
額
を
軽
減
す
る

制
度
や
一
定
所
得
以
下
の
場

合
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額

に
つ
い
て
軽
減
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な

点
等
あ
り
ま
し
た
ら
住
民
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

世帯
構成 条件 年齢層 令和5年度

年税額
令和6年度

年税額 差額

21,700円

29,600円

106,300円

138,800円

25,100円

34,300円

121,100円

159,800円

3,400円

4,700円

14,800円

21,000円2
人
世
帯

非課税・7割軽減
介護分なし

課税所得 100万円
5割軽減・介護分なし
課税所得 100万円
5割軽減・介護分あり

非課税・7割軽減
介護分あり

40～64歳

  0～39歳
65～74歳

40～64歳

  0～39歳
65～74歳

149,200円

195,500円

170,200円

225,100円

21,000円

29,600円

課税所得 130万円
2割軽減・介護分なし
課税所得 130万円
2割軽減・介護分あり 40～64歳

  0～39歳
65～74歳

282,700円

367,200円

321,700円

422,400円

39,000円

55,200円

課税所得 300万円
軽減なし・介護分なし

課税所得 300万円
軽減なし・介護分あり

40～64歳

  0～39歳
65～74歳
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　国
民
健
康
保
険
っ
て
？

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
制
度
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、

加
入
者
（
被
保
険
者
）
が
日

ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て
保

険
税
を
納
め
合
い
、
そ
こ
か

ら
医
療
費
を
支
出
す
る
相
互

扶
助
の
制
度
で
す
。 

　
平
成
30
年
3
月
ま
で
は
、

各
市
町
村
単
位
で
運
営
し
て

い
た
も
の
が
、
平
成
30
年
4

月
か
ら
、
県
と
市
町
村
で
運

営
す
る
制
度
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
制
度
改
正
は
、

年
々
増
加
す
る
医
療
費
を
踏

ま
え
、
国
保
制
度
を
将
来
に

渡
り
維
持
す
る
た
め
に
、
よ

り
広
い
単
位
で
運
営
を
す
る

こ
と
で
制
度
の
安
定
化
を
図

る
も
の
で
す
。

　国
保
税
と
は
？

　
国
保
税
は
、
3
つ
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、「
医
療
給
付

費
分
」
で
、
国
保
財
政
の
基

礎
的
な
財
源
と
な
る
も
の
で

す
。

　
2
つ
目
は
、「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金

と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
目
は
、「
介
護
納
付

金
分
」
で
、
40
〜
65
歳
未
満

の
介
護
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

　
3
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
割

（
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除

43
万
円
を
引
い
た
合
計
金
額

に
税
率
を
乗
じ
る
）、
均
等

割
、
平
等
割
の
3
区
分
で
計

算
を
し
て
、
合
算
し
た
も
の

が
、
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

　令
和
6
年
度
納
付
金
に
つ
い
て

　
福
島
県
は
、
県
全
体
の

医
療
費
を
基
に
、
各
市
町
村

の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

に
応
じ
て
納
付
金
を
算
出
し
、

各
市
町
村
は
納
付
金
を
県
に

納
め
、
県
か
ら
の
交
付
金
で

医
療
費
の
支
払
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
は
、
昭
和
村

が
福
島
県
に
納
め
る
納
付
金

が
５
８
０
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
増
額
と
な
っ
た
主

な
要
因
は
、
県
全
体
で
1
人

当
た
り
の
診
療
費
が
増
加
し

た
こ
と
に
加
え
、
本
村
の
所

得
水
準
が
上
昇
し
た
た
め
で

す
。　国

保
税
の
改
定
に
つ
い
て

　
福
島
県
へ
の
納
付
金
は
増

額
さ
れ
、
現
在
の
税
率
に
基

づ
く
国
保
税
収
入
で
は
納
付

金
を
ま
か
な
え
な
い
こ
と
か

ら
税
率
引
き
上
げ
の
改
定
を

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
加
入
者
負
担
軽
減

の
た
め
、
積
み
立
て
て
い
る

基
金
を
令
和
6
年
度
は
９
５

０
万
円
程
度
、
取
崩
す
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
国
保
税
の
限
度
額

に
つ
い
て
も
、
国
の
国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、

後
期
支
援
分
を
22
万
円
か
ら

24
万
円
に
引
き
上
げ
の
改
定

を
い
た
し
ま
す
。

■国保税に関する
　お問い合わせ
　総務課　住民係
　☎ 0241-57-2113

後期高齢者支援金分

国保制度の仕組み

国
保
税
の
3
つ
の
内
訳

医療
給付費分

令
和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
改
定
い
た
し
ま
す

　後期高齢者（主に 75歳
以上の方）の医療費の一部
を支援する費用に充てられ
ます。 　国保に加入している方の

医療費や、出産育児一時金、
葬祭費などの費用に充てら
れます。

　介護を必要とする状態に
なった場合の費用に充てら
れます。
※介護分は、40歳以上65歳
未満の国保加入者がいる
世帯のみ課税されます。

市町村

県医療機関

加入者

一
部
負
担
金
を
支
払
う

診
療
す
る

診
療
報
酬
請
求

診
療
報
酬
支
払

保険証を交付する
保険税を納める

国保連合会

財政運営の
責任主体

納
付
金
の
納
付

交
付
金
の
交
付

介護
納付金分

改
定
後
の
税
率令

和
6
年
度

年度

令
和
5
年
度

税内訳

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分 5.22%
（0.55%の増）

4.67%

2.32%

1.94%

19,980円
（2,750円の増額）

10,080円
（1,750円の増額）

12,400円
（1,800円の増額）

17,230円

8,330円

10,600円

15,070円

6,890円

5,150円

6,090円
（940円の増額）

7,870円
（980円の増額）

16,370円
（1,300円の増額）

2.70%
（0.38%の増）

2.33%
（0.39%の増）

後期高齢者支援金分

介護納付金分
（国保加入者のうち40～65歳未満の人）

医療給付費分

後期高齢者支援金分

所得割
（加入者の合計
  所得に対して）

均等割
（加入者 1 人当たり）

平等割
(1 世帯あたり )

　世
帯
構
成
別
の
状
況

　
ど
の
程
度
国
保
税
が
増
え

る
の
か
、
2
人
世
帯
の
例
を

左
表
に
お
示
し
し
ま
す
。

　県
内
国
保
税
率
が
統
一
に

　
現
在
、
昭
和
村
の
国
保
税

率
は
県
内
で
2
番
目
に
低
い

状
況
で
す
が
、
福
島
県
で
は
、

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
に
お

い
て
国
保
税
率
の
統
一
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
統
一
の
予
定
時
期

に
つ
い
て
は
、
令
和
11
年
度

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　軽
減
制
度
に
つ
い
て

　
国
保
制
度
に
は
、
子
ど
も

（
未
就
学
児
）
に
係
る
被
保

険
者
均
等
割
額
を
軽
減
す
る

制
度
や
一
定
所
得
以
下
の
場

合
、
均
等
割
額
・
平
等
割
額

に
つ
い
て
軽
減
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な

点
等
あ
り
ま
し
た
ら
住
民
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

世帯
構成 条件 年齢層 令和5年度

年税額
令和6年度

年税額 差額

21,700円

29,600円

106,300円

138,800円

25,100円

34,300円

121,100円

159,800円

3,400円

4,700円

14,800円

21,000円2
人
世
帯

非課税・7割軽減
介護分なし

課税所得 100万円
5割軽減・介護分なし
課税所得 100万円
5割軽減・介護分あり

非課税・7割軽減
介護分あり

40～64歳

  0～39歳
65～74歳

40～64歳

  0～39歳
65～74歳

149,200円

195,500円

170,200円

225,100円

21,000円

29,600円

課税所得 130万円
2割軽減・介護分なし
課税所得 130万円
2割軽減・介護分あり 40～64歳

  0～39歳
65～74歳

282,700円

367,200円

321,700円

422,400円

39,000円

55,200円

課税所得 300万円
軽減なし・介護分なし

課税所得 300万円
軽減なし・介護分あり

40～64歳

  0～39歳
65～74歳
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「
皆
さ
ん
の
声
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
」
事
業
へ
の
ご
提
案
・

ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
と
、
村
か
ら

の
回
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
掲
載
の
都
合
上
、
原
文
を

簡
潔
に
要
約
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
部
分
が
ご
さ
い
ま
す
。

　

ご
提
案
・
ご
提
言
は
、
役

場
に
備
え
付
け
の
提
案
用
紙

ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
行
え
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
意
見

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

♳
か
す
み
草
の
補
助
金

一
本
化
に
つ
い
て

30
代
・
男
性　

村
内

【
ご
提
案
内
容
要
旨
】

　

一
本
化
す
る
の
は
予
算
削

減
で
致
し
方
な
い
こ
と
だ

と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

2
・
3
年
目
の
農
業
者
に
と
っ

て
は
こ
れ
は
打
ち
切
り
で

あ
っ
て
、
事
前
告
知
も
説
明

も
な
く
、
そ
し
て
意
見
を
吸

い
上
げ
る
こ
と
も
な
く
こ
の

通
知
が
来
る
の
は
と
て
も
不

親
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
村
の

生
活
に
馴
染
め
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た

こ
と
や
、
役
場
か
ら
の
取
材

等
の
依
頼
を
受
け
て
き
た
こ

と
を
考
え
る
と
冷
た
い
対
応

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

提
案
と
し
て
は
、
説
明
を

受
け
て
い
た
補
助
の
年
数
分

は
支
給
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。♴

新
規
農
業
参
入
推
進

事
業
に
関
し
て

30
代
・
男
性　

村
内

【
ご
提
案
内
容
要
旨
】

　

村
補
助
事
業
の
改
正
に
関

し
て
で
す
が
、
旧
制
度
に
あ

り
ま
す
経
営
開
始
助
成
（
苗

代
）
を
筆
頭
に
、
今
年
営
農

2
年
目
の
者
と
し
て
は
制
度

の
改
正
に
伴
い
ル
ー
ル
の
間

に
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
現

状
で
す
。
同
制
度
に
関
し
て
、

改
正
前
に
履
行
さ
れ
た
も
の

に
つ
き
ま
し
て
は
、
せ
め
て

苗
代
だ
け
で
も
就
農
開
始
年

を
含
め
て
2
年
間
ま
で
補
助

を
つ
け
て
頂
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ご
一
考
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

♵
新
規
農
業
参
入
推
進

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

40
代
・
男
性　

村
内

【
ご
提
案
内
容
要
旨
】

　

私
た
ち
は
補
助
が
充
実
し

て
い
る
か
ら
安
心
し
て
移
住

出
来
る
、
と
い
う
こ
と
で
昭

和
村
に
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
制
度
改
正
に
よ

り
、
何
の
説
明
も
な
く
文
書

１
枚
で
、
令
和
４
年
度
に
経

営
開
始
し
た
人
は
補
助
金
の

打
ち
切
り
、
令
和
５
年
度
経

営
開
始
し
た
人
は
今
年
度
の

制
度
を
適
用
す
る
と
い
う
の

は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。
と
て
も
遺
憾
な
上
、
不

平
等
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
、
令
和
5
年

度
に
経
営
開
始
し
た
人
に
つ

い
て
は
、
改
正
前
の
制
度
を

適
用
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
農
業
次
世
代
人
材
投
資

資
金
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち

が
就
農
す
る
と
き
に
制
度
の

改
正
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
前

年
度
前
に
就
農
し
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
改
正
前
の
制
度

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
補
助
金
を
い
た

だ
い
て
い
る
立
場
な
の
で
、

な
る
べ
く
村
の
P
R
に
な
る

よ
う
に
取
材
等
に
協
力
し
て

き
ま
し
た
が
、
改
正
前
の
補

助
が
適
用
さ
れ
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
訪
ね
て
く
る
人
に

昭
和
村
へ
の
移
住
は
お
勧
め

し
な
い
し
、
一
切
の
取
材
は

お
断
り
す
る
こ
と
、
今
ま
で

に
協
力
し
た
取
材
記
事
等
全

て
削
除
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
強
く
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

【
回
答
】（
関
連
す
る
た
め
3
つ
の
質
問

の
回
答
を
ま
と
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
）

　

こ
の
度
は
、
事
前
の
ご
案

内
や
対
象
者
へ
の
意
見
聴
取

が
不
足
し
た
状
態
で
通
知
を

差
し
上
げ
た
こ
と
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ご
提
案
者
の
方
々
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
土
地

で
、
新
た
な
暮
ら
し
を
す
る

中
で
、
普
請
な
ど
の
地
区
事

業
へ
の
参
加
や
、
次
な
る
新

規
就
農
者
の
獲
得
や
事
業
の

周
知
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

こ
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
当
該
補
助
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年

度
以
前
か
ら
の
研
修
者
、
新

規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、
制

度
改
正
の
経
過
措
置
と
し
て

従
前
の
と
お
り
の
助
成
要
件

で
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
か
ら

の
研
修
者
、
新
規
就
農
者
は

新
制
度
で
の
助
成
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
丁
寧
な
説
明
と

ご
理
解
を
得
た
う
え
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
よ
り
よ
い

村
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

みなさんの声
聞かせてください

防災・減災

公共交通・バス

通信・ネットワーク

地域づくり・集落

農業・有害鳥獣 道路・河川

医療・介護

教育・子育て 移住・定住

空き家

みなさんの声
聞かせてください
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個人事業税の納税をお忘れなく！
　個人事業税は、県内に事務所・事業所を設けて、物品販売業や不動産貸付業など、一定の
事業を営んでいる方に納めていただく県の税金です。

　会津地方振興局県税部から送付される納税通知書により、8 月（第 1 期分）と 11 月（第 2
期分）の 2 回に分けて納めていただくことになっています。

　ただし、年税額が 1 万円以下の場合には、8 月（第 1 期分）に一括して納めていただくこ
とになります。

　個人事業税については、便利な口座振替の制度があります。

　手続きは、納税通知書に同封の預金口座振替依頼書を金融機関に提出し、金融機関で確認
を受けた後、納付書送付依頼書を県税部に提出して行います。

　なお、詳しいことは、下記までお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ】会津地方振興局県税部　課税第一課　事業税チーム　☎　0242-29-5251

会津若松地方広域市町村圏整備組合「消防職員」「事務局職員（行政職）」募集

１　採用職種及び採用予定人員

　●消防職員（4 名程度）

　職務内容：消防署等において、警防、予防、救急等の業務に従事します。男女とも原則と

　して深夜業を含む交代制勤務です。（6 ヶ月間の消防学校研修後、各所属に配属されます。）

　●行政職（2 名程度）

　職務内容：総務課・環境センター・用水供給課でそれぞれの業務に従事

２　受験資格

　　高等学校卒業程度の学力を有する方で、平成 9 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日まで

　に生まれた者。（消防職員の場合は、加えて身体強健な者）

３　試験申込書の請求

　　消防本部、消防署、分署、出張所、市町村役場で交付します。

　　なお、消防本部（http://www.119-aizu.jp）のホームページもしくは、

　　整備組合（http://www.aizu-kouiki.jp）のホームページから受験案内及び試験申込書を

　ダウンロードすることができます。

４　受付期間　

　令和 6 年 7 月 17 日（水）から 8 月 16 日（金）まで（8 時 30 分から 17 時 15 分まで）

　ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。郵便による提出の場合は、8 月 13 日（火）

　の消印のあるものまで受付けます。

５　問い合わせ先

　　会津若松地方広域市町村圏整備組合

　　　【消防職員】☎ 0242-59-1400（直通）　　【行政職】☎ 0242-24-6311（直通）
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コミュタン福島スタディキャンパス 2024 in Summer

　環境創造センター開所 8 周年を記念して、キャラメルマシーンやマリカ先生のサイエン
スショー、トイドローン操縦体験や各国のごみの捨て方を学べるプログラムなど、学んで
楽しめる体験メニューが盛りだくさんのイベントを開催します！
　詳細はコミュタン福島ホームページ（https://com-fukushima.jp）を御覧ください。

■日時　8 月 17 日（土）・18 日（日）午前 9 時～午後 5 時

■会場　福島県環境創造センター交流棟「コミュタン福島」

■参加料　無料

◆問い合わせ先　コミュタン福島　☎ 024-983-3498

県立宮下病院からのお知らせ

令和 6 年度着任医師からの挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立宮下病院　内科　秦　慧

　令和 6 年 4 月より着任しました、秦
はた

　慧
さとし

と申します。

2017 年に自治医科大学を卒業後、福島県立医科大学

附属病院での初期研修・後期研修、また南会津病院、

会津医療センター附属病院等での勤務経験を経て、現

在に至ります。

　専門は腎臓内科で、腎炎やネフローゼ症候群といっ

た腎疾患の診療の他、透析診療にも携わってきました。

現在は、大学院で研究活動も行っています。

　地域の皆様に寄り添った医療を心がけ、日々精進して参りたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願い致します。

不動産取得税の軽減制度

　不動産取得税は、土地や家屋を取得したときに一度だけ納めていただく県の税金です。
（固定資産税は市町村、登録免許税は国の税金です。）

　住宅用の土地を取得してから３年以内に住宅を新築（中古住宅の場合は、１年以内に取
得）した場合や、住宅を取得してから１年以内にその住宅用の土地を取得した場合に、取
得した住宅用の土地にかかる不動産取得税を減額する制度があります。ただし、住宅（住
宅用附属家を含む）の総床面積が 50㎡以上 240㎡以下であることが要件となります。

　また、三世代同居・近居住宅を取得した際の「軽減措置」、災害にあったときや公共事
業で収用されたときなどの「減免」制度もあります。

　これらの制度は、ご本人の申請により減額・減免するものなので、該当すると思われる
方は、詳しい要件及び必要書類について、下記にお問い合わせください。

【お問い合わせ】福島県会津地方振興局県税部　不動産取得税チーム　☎ 0242-29-5254
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自衛隊採用試験のお知らせ

募集種目 航空学生 一般曹候補生 自衛官候補生

資格

海：18歳～23歳未満者
 高卒又は高専3年次修了者

(見込含)
空：18歳～24歳未満者

 高卒又は高専3年次修了者
(見込含)

18歳～33歳未満の者
(32歳の者は採用予定月の末日現在、33歳に達していない者)

受付期間 令和6年7月1日～9月5日 令和6年7月1日～9月3日 年間を通じて行っています。

試験期日

1次試験　  9月16日
2次試験　10月12日～17日
　　　　  のうち1日
3次試験　11月9日～
　　　　  12月12日のうち1日

1次試験　9月14日～22日
　　　　  のうち1日
2次試験　10月12日～27日
　　　　  のうち１日

筆記試験・口述・身体検査　
受付時にお知らせします。

応募先・詳しいお問い合わせは…
自衛隊 福島地方協力本部 会津若松出張所　☎  0242-27-6724

〒 965-0825 会津若松市門田町黒岩字大坪 57-1

令和 6 年から 8 月 26 日は「火山防災の日」になります

　令和 5 年 6 月に「活動火山対策特別措置法」が一部改正され、国民の皆さんに広く活火
山対策についての関心と理解を深めるため、8 月 26 日を「火山防災の日」とすることが
定められました。
　8 月 26 日は、明治 44 年に日本で最初の火山観測所が浅間山に設置され観測が始まっ
た日です。【沼沢】は活火山であり、今後噴火などの火山災害が発生する可能性があります。
火山災害から身を守るため、避難場所などの防災対策に必要な情報について確認しておき
ましょう。「火山防災の日」をひとつのきっかけとして、【沼沢】の火山災害の発生に備え
ておきましょう。

【お問い合わせ】福島地方気象台　火山防災官　☎ 024-534-03211

多重債務・貸金業に関する相談窓口

　財務省東北財務局福島財務事務所では、返済しきれないほどの借金を抱え、お悩みの方々

から相談に応じています。借金の状況をお聞きし、必要に応じ弁護士・司法書士などの専

門家に 引継ぎを行います。秘密厳守、相談無料です。お気軽にご相談ください。

　また、国や県の登録を受けずに貸金業を営む、いわゆる「ヤミ金融」業者には十分ご注

意く ださい。ご利用されている貸金業者の登録状況に関する問い合わせや不正に利用され

ている預貯金口座に関する相談も受け付けています。

●相談窓口：福島市花園町 5-46　福島第二地方合同庁舎 5 階

　　　　　　　　　　　　　　　　財務省東北財務局福島財務事務所 理財課

●受付時間：月曜日～金曜日（祝日、年末年始除く）8:30～ 12:00、13:00～ 16:30
●電話　☎ 024-533-0064（多重債務者相談窓口専用）
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本
年
の
昭
和
学
講
座

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
野
外
調

査
）
は
、
５
月
25
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
下
中
津

川
で
８
名
で
開
催
さ
れ
た
。
講

師
は
昨
年
同
様
で
、
福
島
大
学

の
植
物
分
類
学
の
黒
沢
高
秀
先

生
。
同
大
学
よ
り
水
澤
玲
子
先

生
、
猪
狩
資
子
先
生
も
参
加
さ

れ
た
。

　

昭
和
村
公
民
館
駐
車
場
か
ら

矢
ノ
原
高
原
の
道
路
を
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
の
数
百

メ
ー
ト
ル
区
間
の
道
ば
た
の
植

物
を
観
察
し
、
黒
沢
先
生
等
か

ら
植
物
名
や
、
そ
の
特
徴
を
学

ん
だ
。
次
回
は
６
月
29
日
に
松

山
地
区
で
行
わ
れ
る
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
資
源
利
用
学
で
、
植

物
と
村
人
の
関
係
を
考
え
た
。

　

公
民
館
駐
車
場
か
ら
西
に
歩

い
て
矢
ノ
原
道
路
を
数
百
メ
ー

ト
ル
入
っ
た
と
こ
ろ
で
時
間
切

れ
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
、87
種

が
確
認
さ
れ
た
。
黒
沢
先
生
は

ス
ゲ
類
（
学
名
）
が
た
い
へ
ん

多
い
と
驚
い
て
お
ら
れ
た
。
確

認
さ
れ
た
品
種
名
を
列
記
す
る
。

不
明・推
定
種
も
含
ま
れ
る
。
鑑

定
順
。

　

こ
う
し
た
目
録
は
、
地
域
の

財
産
目
録
と
い
え
、
た
い
へ
ん

重
要
で
あ
る
。

　

ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
、
イ
タ
チ
ハ

ギ
（
道
路
法
面
緑
化
に
使
用
さ

れ
た
）、
ア
カ
シ
デ
（
尾
根
に
多

い
、
ソ
ネ
等
別
名
有
り
）。

　

宅
地
脇　

ツ
ル
マ
ン
ネ
ン
グ

サ
、
ス
イ
バ
（
す
か
ん
ぽ
）、
桑
、

イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
キ
シ
ョ
ウ
ブ

（
外
来
種
）、
白
い
キ
シ
ョ
ウ
ブ
、

ア
ヤ
メ
、
ナ
ガ
ハ
グ
サ
（
外
来

種
・
牧
草
）、
ノ
シ
バ
（
在
来

種
）、
サ
ギ
ゴ
ケ
、
ノ
ハ
ラ
ム
ラ

サ
キ
（
外
来
種
）、
ス
カ
シ
・
タ

ゴ
ボ
ウ
（
黄
色
）、
ス
ズ
メ
ノ
カ

タ
ビ
ラ
（
在
来
種
）、
オ
オ
バ
コ
、

ハ
ル
ジ
ョ
オ
ン
（
外
来
種
、
開

花
、
茎
空
洞
）、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

（
外
来
、
明
治
期
）、
ナ
ガ
バ
ギ

シ
ギ
シ
（
あ
る
い
は
エ
ゾ
－
－

－
）、
ス
ギ
ナ
、
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
、

八
重
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
（
ぼ

ん
ば
な
）、
八
重
ヤ
ブ
デ
マ
リ
、

イ
チ
イ
（
あ
る
い
は
キ
ャ
ラ
ボ

ク
）、
イ
チ
ョ
ウ
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ（
珍
し
い
）宅
地

内
、
ト
チ
ノ
キ
、
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
。

　

水
田
、
土
手
（
ス
ゲ
は
茎
三

角
）、
ス
ゲ
は
２
０
０
種
、
昭

和
村
に
は
50
種
、
今
日
は
12

種
。
ビ
ロ
ー
ド
ス
ゲ
（Carex 

m
iyabei

）、
ア
イ
ヅ
ス
ゲ

（Carex  hondoensis

）、
ミ
チ
ノ

ク
ホ
ン
モ
ン
ジ
ス
ゲ
（Carex 

stenostachys

）、
野
尻
川
河

床　

タ
ヌ
キ
ラ
ン
（Carex 

podogyna

）、ナ
ル
コ
ス
ゲ（Carex 

curvicollis

）、
サ
ク
ラ
は
カ
ス
ミ

ザ
ク
ラ
（
毛
、
白
っ
ぽ
い
花
）、

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
チ
マ
キ
ザ

サ
（
葉
裏
に
毛
）、
ツ
ノ
ハ
シ
バ

ミ
、
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
（
葉

柄
に
点
、
毛
）、
ス
ミ
レ
（
20

種
）、
ニ
ョ
イ
ス
ミ
レ
（
ツ
ボ
ス

ミ
レ
）、
オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ

レ
、（
つ
る
）タ
チ
ド
コ
ロ（
花
有

り
）、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ク
マ
ヤ

ナ
ギ
（
く
ま
ご
づ
る
？
）、
ゼ
ン

マ
イ
、
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
（
こ
ご
み
）、

ワ
ラ
ビ
、
イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク
（
し

だ
）、
オ
オ
デ
マ
リ
（
野
生
種
）、

フ
ジ（
花
房
長
い
）、馬
頭
尊（
昭

和
12
年
）、
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
、
ス

イ
セ
ン
、コ
マ
ユ
ミ
、サ
ド
ス
ゲ

（Carex sadoensis

）、
リ
ガ

ネ
ス
ゲ
（Carex capillacea

）、ア

ズ
マ
ナ
ル
コ
（
す
げ
）
→
ア
ズ

マ
ナ
ル
コ
（Carex shimidzensis 

Franch

）、
ヒ
メ
シ
ダ
、
ぶ
ど
う
、

ウ
バ
ユ
リ
（
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
は

日
本
海
側
）、ク
リ
、コ
ナ
ラ
、ミ

ズ
ナ
ラ
、
ボ
タ
ン
ヅ
ル
、
ゴ
マ

ナ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
ハ
ナ
ニ
ガ

ナ
（
黄
花
）、
ミ
ヤ
マ
ニ
ガ
イ
チ

ゴ
（
裏
白
、
赤
い
実
）、
カ
モ
ガ

ヤ
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
、外

来
）、
オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
。
鳥

類
は
猪
狩
さ
ん
に
よ
り
ア
オ
ゲ

ラ
、ヤ
ブ
サ
メ
、キ
ビ
タ
キ
（
野

鳥
、
鳴
き
声
）。

　

ビ
ロ
ー
ド
ス
ゲ
群
落
、
ナ

ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
オ
ニ
ア
ザ

ミ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
、
ヒ
カ
ゲ
ス

ゲ
（Carex lanceolata

）、ヒ
メ
カ

ン
ス
ゲ
（Carex　conica

）、
タ

ガ
ネ
ソ
ウ
（Carex siderosticta

）、

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ス
ゲ
（Carex 

blepharicapa Franch

）、
イ
タ
チ

ハ
ギ
、ク
マ
ヤ
ナ
ギ
（
昭
和
村
は

葉
が
大
き
い
）、
ナ
ツ
ト
ウ
ダ
イ

（
黒
沢
先
生
の
専
門
）、
タ
カ
ト

ウ
ダ
イ
、オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
、オ
オ

カ
メ
ノ
キ
、ワ
レ
モ
コ
ウ
、カ
ラ

マ
ツ
ソ
ウ
（
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
）、

コ
ウ
ゾ
リ
ナ
（
在
来
）、
ヨ
モ

ギ
、
カ
ン
ト
ウ
マ
ム
シ
グ
サ
－

－
－
コ
ウ
ラ
イ
ナ
ン
テ
ン
シ
ョ

ウ
、ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、ヘ
ビ
イ
チ

ゴ
、ク
ラ
マ
ゴ
ケ
、オ
ク
ク
ル
マ

ム
グ
ラ
（
ア
カ
ネ
科
）、
野
尻
川　

サ
ワ
フ
タ
ギ
。

　

６
月
26
日
に
は
福
島
大
学
黒

沢
研
究
室
は
、
実
験
棟
７
階
の

生
態
学
実
験
室
で
、
生
物
系
研

究
室
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
黒

沢
先
生
が
「
海
岸
植
物
イ
ワ
タ

イ
ゲ
キ（
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
）の

植
物
地
理
と
分
類
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
る
。
聴
講
に
行
く
予
定

で
あ
る
。

【
連
載
】

昭
和
村
の
歴
史
と
文
化　
～
第
18
回
～

菅
家
　
博
昭
（
大
岐
）
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Alexandra Short Story

#7

( 原文 )

Dear Showa Village residents, it has 
been a pleasure to share my stories with 
you. I have received many comments 
and questions and that makes me very 
happy! 
Today, I want to introduce you to my 
dog. 
In Canada, a lot of people see their dogs 
as their children. Dogs are allowed in 
open spaces, national parcs and some 
public places like museums and coffee 
shops. so, our dog’s policies allow dog 
owners to bring our pets to a lot of 
places which is very convenient. I got my 
dog when he was 2 months old in 2017. 
His name is Logan, like “Wolverine” from 
the X-men movies. 
He’s a Husky, he wears a black and White 　
fur with beautiful blue eyes. Since he 
was a puppy, I liked to socialize him with 
people and other dogs. Therefore, he is 
very used to people and loves to be the 
center of attention.
 I love going hiking with him. He is a 
great partner to hike with! He likes 
leading the way, so I used to train him 
to do dog sledding. It was fun and 
dangerous at times! Just before coming 
here, I was trying to pair him with one of 
his husky friends so they could pull the 
sled together, but I could not continue 
the training. He is truly the baby of the 
family, and we all love him very much. 
I hope I can bring him to Showa one 
day so you can all meet him and maybe 
continue his training here. 
On the left you have a picture of him 
on his 3rd birthday. We ate cake and 
celebrated with his female best friend, a 
French-Bulldog. 
Until next time!　

（日本語訳）

昭和村の皆さん、皆さんと私の話を共有でき
て、たくさんのコメントや質問をいただき、
とてもうれしく思っています！
今日は私の愛犬を紹介したいと思います。
カナダでは、ほとんどの人が犬を自分の子供
のように思っています。オープンスペース、
国立公園、美術館や喫茶店などの公共の場で
は、犬の同伴が許可されているので、飼い主
はペットをさまざまな場所に連れて行くこと
ができ、とても便利です。私は 2017 年に生
後 2 ヶ月の愛犬を迎えました。彼の名前は
ローガン、映画『X- メン』の " ウルヴァリ
ン " と同じ名前です。
彼は黒と白の毛波で美しいブルーの瞳をして
いるハスキー犬です。私は、彼が子犬の頃か
ら好んで人や他の犬と交流させていました。
ですから彼は人にとても慣れていて、注目の
的になるのが大好きです。
私は彼とハイキングに行くのが大好きです。
彼は一緒にハイキングするのに最高のパート
ナーです！彼は先頭を走るのが好きなので、
私が犬ぞりの訓練をしていました。楽しいこ
とも時には危険なこともありました！昭和村
に来る直前まで、ハスキーの友だちとペアを
組ませて一緒にそりを引かせようとしていた
のですが、訓練を続けることができませんで
した。彼はまさに家族の一員で、家族はみん
な彼をとても愛しています。いつか彼を昭和
村に連れてきて、皆さんに会わせてあげたい
し、ここでトレーニングを続けたいと思って
います。
写真は彼の 3 歳の誕生日の写真です。ケー
キを食べて、親友のフレンチ・ブルドッグ（メ
ス）と一緒にお祝いしました。
それではまた次回！

My dog Logan
（私の愛犬ローガン）

外国語指導助手　アレクサンドラ先生



広報しょうわ｜2024.7 16

読み物
reading

16



広報しょうわ｜2024.717

reading
読みもの



広報しょうわ｜2024.7

お知らせ
information

18

警察署からのお知らせ

昭和村内街頭犯罪等発生状況
（令和 6 年 5 末現在）

区　　分 管内 昭和村

街

頭

犯

罪

強 盗
空 き 巣
忍 び 込 み 1
事務所荒らし
出 店 荒 ら し 2
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗 4
自販機ねらい
車 上 ね ら い
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強制わいせつ

街 頭 犯 罪 合 計 7 0
その他刑法犯等 30 0
全 刑 法 犯 37 0

外出する際はしっかり戸締まりをしましょう。
また、不審者や不審車両を見かけたら

すぐに通報してください。
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、

詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含
　   まれます。
   ※上記発生件数は、令和 6 年 1 月 1 日から
　   の累計数になっています。

ゴミの処分はルールを守ろう！STOP！ゴミの焼却！！

●廃棄物の焼却禁止
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下廃掃法）では、
・各種廃棄物の処理基準に従って行う廃棄物の焼却
・他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却
・公益上もしくは社会の習慣上やむを得ない廃棄物の焼却又は周
辺地域の生活環境に与える影響が軽微である廃棄物の焼却とし
て政令で定めるものを除いて、廃棄物を焼却するすることを禁
止しています。
●罰則
廃掃法を守らないと、5 年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下
の罰金、またはその両方の処罰を受けることになります。
また、企業などの法人が違反した場合の処罰は 3 億円以下の罰
金となります。
（焼却禁止に含まれないもの）

　廃掃法の焼却禁止から除外されるものの例として、農業を営む方が稲わらを
焼却する場合や、歳の神などの地域行事によるしめ縄や門松の焼却、たき火や
キャンプファイヤー等を行う際の木くずの焼却などがあります。しかし、これ
らに該当する場合であっても、ビニール等の他の廃棄物を一緒に焼却した場合
には、廃掃法違反に該当します。また、火をつける際には、いつでも火を消せ
るように消火の準備を事前に整えておき、いつでも火を消せるように燃えてい
る間は火から目を離さないようにしましょう。近所の人の迷惑にならないよう
時間帯や風向きなどにも十分注意しましょう。

消防署からのお知らせ

火事・救急・救助は 119 会津坂下消防署昭和出張所　
☎ 57-2119　http://www.119-aizu.jp/

水の事故に注意！！

●チェック 1　川ではこんな場所に注意！
・淵は急に深くなっていることが多い！
・増水すると中州に取り残されることがある！
・平瀬から早瀬にかけて、急に流れが速くなることがある！

●チェック 2　こんなときはすぐに避難！
・雨が降り始めた時や注意報・警報が出たとき！
・水かさが増え、流木や落ち葉が流れているとき！
・雨が降っているのに、水かさが減ったとき！
・山鳴りがするとき！
・雷が鳴り始めたとき！

　夏は海や川、山など、アウトドアでのレジャーを楽しむ機会が増える季節です。
　自然に触れるレジャーは、楽しみがある半面、自然ならではの危険もあります。
　アウトドアでの事故を防ぐためには、自然を甘く見ず、危険をきちんと認識し、
計画を立てて行動することを心掛けましょう。

一人では絶対に
水辺に近づかない !!!!
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╋ 7・8 月の休日当番医 ╋
7月14日(日) 昭和村国保診療所

☎ 0241-57-2255 ( 昭和村 )
15日(月・祝) 星医院

☎ 0242-83-2136 ( 会津坂下町 )
21日(日) 金山町国保診療所

☎ 0241-54-2031 ( 金山町 )
28日(日) あかぎ内科消化器科医院

☎ 0242-83-0303 ( 会津坂下町 )
8月4日(日) 寿松堂渡辺医院

☎ 0242-83-3125 ( 会津坂下町 )

◆ ◆ ◆ 昭和村の人口◆ ◆ ◆
令和 6 年 6 月 1 日現在※住民基本台帳人口

人 口 1,106 人 (＋ 8) 出 生 1 人

男 543 人 (＋ 2) 死 亡 0 人

女 563 人 (＋ 6) 転 入 8 人

世 帯 数 614 戸 (＋ 9) 転 出 1 人

◆ ◆ ◆ 戸 籍 の 窓 口 ◆ ◆ ◆
令和 6 年 5 月 1 日～ 5 月 31 日受付　

● お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

本名 由
ゆ う り

宇梨　さん（央昇・早百合）下中津川

● ご 結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● お く や み 申 し 上 げ ま す

今月の届け出はありません

※戸籍の窓口への掲載を希望されない方は届出の際にお申し出下さい。

◆ ◆ ◆ すみれ荘だより◆ ◆ ◆

＊つみきクラブ　毎週水曜日　9:00～ 11:30
( 会場の都合によりお部屋の変更または休止
になる場合がありますのでご了承ください )

健康ミニ情報
＜がん予防について＞

　がん（悪性新生物）は日本人の死因第１
位であり、昭和村の死因でも第１位となっ
ています。
　がんによる死亡を防ぐために最も重要な
のは、がんの早期発見です。自覚症状がな
くても、定期的にがん検診を受けることが
必要となります。
　生活習慣の中にもがんを発症させる原因
が潜んでいます。リスクを高める要因とし
ては、食生活（高脂肪食、塩分過剰、野菜・
果物不足）、喫煙、過剰飲酒、肥満、低身
体活動（運動不足）などです。これらのリ
スクは、心臓病や糖尿病の危険因子とも同
様ですので、生活習慣の改善が、結果的に
は心臓疾患、糖尿病、がんの発症予防に繋
がっていくと考えられます。
　国立がん研究センターによると、「がん
予防のための５つの健康習慣」を実践する
ことでがんにかかるリスクは、ほぼ半減し
ます。
①禁煙
②節酒
③食生活（減塩と野菜・果物摂取）
④身体活動（日常で、今より歩数を増やす
等、少しでも身体を動かす時間を増やす）
⑤適正体重の維持（太りすぎない・やせす
ぎない）
できそうなことから取り組み、１つでも多
くの健康習慣を身につけていきましょう。

昭和村は交通死亡事故ゼロの記録更新中です。

交通死亡事故ゼロカウンター

日目
（6/25時点）

◆ ◆ ◆ 今 月 の 納 税 ◆ ◆ ◆
◎  固定資産税
◎  国民健康保険税
◎  介護保険料
◎  上下水道使用料

2 期
1 期
1 期

〔納期限：令和 6 年 7 月 31 日〕

ふるさと納税
令和 6 年 5 月 1 日～ 5 月 31 日まで

【寄附件数】2 件【寄附金額】4 万円

ご寄附は地域の活性化事業や保健・医療・福祉の充
実等村の抱える課題解決に活用させていただきま
す。ありがとうございました。



　うむれる季節になりました。年々、気圧と湿度

の変化に順応できなくなっている気がします。年

齢…とは言わないようにして、デスクワークのし

過ぎ、と変換しておきます。

　毎年思っていますが、危険と危険の組み合わ

せ、炎天下で高所作業されている方々には頭が下

がります。熱中症には注意しなければなりません

が、暑熱順化（暑さに体が慣れること）も、ある

程度は必要と言われます。ただ私の場合、いつも、

順応したサラサラな汗まで辿り着かず、途中でリ

タイヤしてしまいます。汗のかきかたが不得手だ

と、体内のミネラル成分を排出してしまうなんて

人体って不思議なものです。（と）

皆様からの情報お待ちしております！

　広報しょうわでは、皆様からの情報を
お待ちしております。お気軽に下記まで
お寄せ下さい。

役場 総務課 企画創生係
☎ 0241-42-7717

kikakusousei@vill.showa.fukushima.jp

　杉の子会は、主に小学校１・２年生を対象に、昔の遊び
などの伝承活動をおこなっています。6 月は、ほうの木の
葉で作る風車や、花の首飾り作りをおこないました。子ど
もたちは自分で作った風車が上手く回ると、大喜びで体育
館の中を駆け回っていました。秋には、けん玉や折り紙、
あやとりなどの遊びを予定しています。
　杉の子会の皆さんも、子ども達から元気をもらえると、
毎回活動を楽しみ
にしているようで
す。

（生活支援コーディネーター：和泉・小林）

地域のしあわせづくり活動紹介「杉の子会」

昭和村からの
お知らせ

を受け取ろう!!

みんなで育てる、村LINE公式アカウント
お友達の数が、500人を超えました！たくさんのご登録ありがとうございます！

昭和村 昭和村
ID:＠showavill

LINE の「友だち追加」から、ID検索するかQRコードをスキャンしてください。
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